
1

9坪ハウス
-私の空間-

1
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◎今⽇やること

0．９坪ハウスとは?
1．制作内容
2．⽣徒作品紹介
3．制作︓ワークシート①
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Q.『９坪ハウス』って︖
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そもそも・・・
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◎『９坪ハウス』

●株式会社boo-foo-woo(ブーフーウー)によって開発・販売され
数々の建築家によってリメイクされているデザイン住宅シリーズ

●⽬的︓デザイナーや建築家等が⼿掛けた⾼品質の住宅を
気軽に購⼊できるようにし、⼀般に広く普及させる
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◎9坪ハウスの原形『最⼩限住居』

• 1952年、建築家・故増沢洵
（ますざわまこと）⽒によって建
てられた

• ⽣活に必要な要素がコンパクトに
納まった、シンプルでモダンな住
宅デザインとして当時から注⽬
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●９坪ハウスの特徴︓『５つの原則』

①汎⽤性と美学

②空間の連続性

③単純性・合理性

④建築性・柔らかさ

⑤⽐率・内外の⼀体化
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正直さ、単純さ、
直截(ちょくせつ )さ、経済性
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●９坪ハウスの特徴︓『５つの原則』

①汎⽤性と美学
平⾯は正⽅形

（3間× 3間・3間=約5.5m）のプラン
※1間(いちげん)=約1.82m(1820mm)

1820mm
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●９坪ハウスの特徴︓『５つの原則』

②空間の連続性

3坪(約9.9㎡)の吹き抜けをつくる

※1坪=約3.3㎡
1820mm
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●９坪ハウスの特徴︓『５つの原則』

③単純性・合理性
外形は、14.8尺(約4.5m)の切妻屋根
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●９坪ハウスの特徴︓『５つの原則』

④建築性・柔らかさ

丸柱を⽤いる
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●９坪ハウスの特徴︓『５つの原則』

⑤⽐率・内外の⼀体化
メインファサードに開⼝部を設ける
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1.制作内容
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●テーマ
９坪ハウス-私の空間-

●内容
⾃分にとって快適な空
間づくりについて考え、
9坪の内部空間を構成
する

●制作物
①簡易図⾯
②縮尺模型
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●⽬標
①空間の構成⼒、ボリューム感、スケール感を養う
②簡易図⾯、縮尺模型制作で必要な材料・道具の扱い⽅、
図記号の表⽰等、基本的な知識・技能を習得する
③住まいの内部空間設計を通して⼈とモノと空間の関係性、
デザインの⽣活・社会との関わり⽅についての考えを深め、
制作を通して学んだことを⾃⾝の⽣活に活かす
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●制作スケジュール
※全6回
①（今⽇）制作概要説明、作品鑑賞、
コンセプト⽴案・構想まとめ（ワークシート①提出)
②レクチャー、簡易図⾯制作
③〜⑤レクチャー、模型制作
⑥仕上げ、相互鑑賞、撮影
（ワークシート②、簡易図⾯、模型提出）
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●提出物①︓ワークシート①
●提出物③︓簡易図⾯※同じ⽤紙
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●提出物②︓制作物のまとめ資料

27

27



4

●提出物④︓縮尺模型
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●材料・道具（主に使⽤するもの）

●三⾓スケール

●カッター

●スチのり

●プラスチック板(0.45mm)

●スチレンボード 29
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●制作条件（配布プリント参照）
①実際の空間である事を想定し、正確な縮尺・⼨法で制作する
②図記号や⼨法は正しく記述する（別途配布する図記号⼀覧等資料参照）
③建物の条件
1)全体感︓イメージ図を基に考える（第1回に配布するワークシート①の平⾯図・⽴⾯図参照）
2)⼀層以上︓⼀階（⼀層）は必ず完成させる

3)開⼝部を設ける︓窓、扉、⽞関など最低２つ(⾃⾝の制作物に合わせて適宜数、位置を⼯夫する)
4)「⼈」を配置︓縮尺1/50、160~170cm程度の「⼈」を最低１⼈配置する

5)外部空間も提案の⼀つとして盛り込む:植栽（⽊々、芝⽣、植え込み）、 屋外デッキ、ベランダ等
※外部空間は提案のみでも可。必ずしも模型に盛り込まなくてもよい。
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2.⽣徒作品紹介
①『うちのおうち︕』

②『週末だヨ︕全員集合︕』

③『ストックハウス』

31
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作品例①

『うちのおうち︕』
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●コンセプト
⾸都圏から地⽅へ移住し、家族の時
間とそれぞれの時間を⼤切にしたい
と考えている３⼈家族が住む家。

●デザインポイント（⼀例）
・ステップフロアの区切り
・全⾯ガラスの中央⼀坪の中庭
・プライベートな空間は⼀階へ集約

例①『うちのおうち︕』
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✓まとめ⽅のポイント
①タイトル
②コンセプト
③家族構成
④所在地
⑤特徴

※今回の制作では、配布する
ワークシート②に則ってまとめる

●制作物の内容
(ワークシート②の参考例 )
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✓まとめ⽅のポイント
①タイトル
②簡単な内容説明
③構成が分かる図⾯
④正しい⼨法

●図⾯
(簡易図⾯の参考例 )
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37
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作品例②
『週末だヨ︕
全員集合︕』
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●コンセプト
サーフィンが趣味で遊ぶことが⼤好
き＆アクティブな４⼈家族が、
週末の⼆⽇間と⻑期休暇を過ごすた
めの賑やかで楽しい開放感のある家

●デザインポイント（⼀例）
・天窓、かまくら型寝室
・ボルダリング
・中からも外からも⼊れる脱⾐所

例②『週末ダヨ︕全員集合︕』
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●制作物の内容
(ワークシート②の参考例 )
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●図⾯
(簡易図⾯の参考例 )
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〈サーフィン家族の⼀⽇〉
朝 朝⾷、みんなでサーフィン

昼 家で昼⾷
⽗だけまたサーフィン
仲間を招く
⼦ども達は家で遊ぶ
⺟たちは⼣飯の準備

⼣⽅ ⽗たち帰宅
シャワー

夜 家族だけで寝室でゆっくり
星空鑑賞
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作品例③
『ストックハウス』
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●コンセプト
単に収納の数が多いのではなく、そ
こに何をしまうのか、どの様にしま
うのか等、収納の在り⽅・質に着眼
点を置いた「収納がある家」

●デザインポイント（⼀例）
・⼆段ベッド
・箱階段
・スツール

例③『ストックハウス』
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●制作物の内容
(ワークシート②の参考例 )
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●図⾯
(簡易図⾯の参考例 )
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-線で描く-

1

真・⾏・草
しん ぎょう そう

1
2

真⾏草●技法︓墨絵「⽩描画（はくびょうが）」

●紙︓書道⽤半紙

・墨絵︓墨の濃淡で描いた絵全般

・⽩描画︓墨の線で描いた絵

*「⿃獣⼈物戯画」⿃⽻僧正覚猷(とばそうじょうかくゆう)

*「三體画譜︓梅」葛飾北斎
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今⽇
やること

1．真・⾏・草
2．葛飾北斎と真・⾏・草
線による表現の魅⼒

3．レクチャー
⽩描画の描き⽅説明・実演

4．制作︓ワークシート①
筆と墨で描いてみよう
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真 ⾏ 草
しん ぎょう そう

4

①楷(真)書体
(かい/しんしょたい)

②⾏書体
(ぎょうしょたい)

③草書体
(そうしょたい)
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①楷(真)書体= ②⾏書体= ③草書体=

→真・⾏・草＝書の「書体」である「真書・⾏書・草書」の総称

真 ⾏ 草

6

6

◎『真・⾏・草』

書道の基礎をつくった中国の書家、
王義之(おうぎし)によって確⽴された書の書体

真︓最も整ったもの

⾏︓真と草の中間

草︓真の対極に位置するもの
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※『真・⾏・草』に優劣はない

例)「真書より⾏書のほうがいい︕」
「草書は全然ダメ、真書が⼀番︕」
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✕ 真・⾏・草は
独⽴した対等な関係

場⾯に応じて使い分けることで
それぞれの魅⼒をいかす
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①真 ②⾏ ③草
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２.葛飾北斎と
真・⾏・草
線による表現の魅⼒
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◎葛飾北斎(1710〜1849) 絵⼿本「三體画譜(さんていがふ)」

・絵⼿本︓絵の指導書

・⼀つの対象物を
真・⾏・草で描き分けた絵⼿本

■真︓ものの形を正確に描く
⾏︓真を少し略して描く
●草︓最も崩して描く
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例）⽝︓■＝真、▼＝⾏、●＝草
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例）⽝︓■＝真、 ＝⾏、●＝草
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※■＝真、 ＝⾏、●＝草
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※■＝真、 ＝⾏、●＝草

14

寿⽼⼈

布袋寅泰

福禄寿
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※■＝真、 ＝⾏、●＝草
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輪郭線(りんかくせん)による表現

17

●輪郭線︓ものの形を縁取る線
例）浮世絵、⽩描画、⽔墨画

*「ポッピンを吹く⼥」喜多川歌麿 *「⿃獣⼈物戯画」⿃⽻僧正覚猷(とばそうじょうかくゆう) *「⼭⽔図(さんすいず)」雪⾈

→ 今回︓⽩描画
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⽇本の美術表現における輪郭線

18

・ものの運動を表現するための輪郭線

・輪郭線が最も意識されるとき︓ものが動くとき
・⼈間の眼には、ものの動きは輪郭線の動きとして認識される
例）⼿を⽬の前で左右に動かしてみる

★なので・・・
ものが動く様⼦を表現する場合は、輪郭線を強調することが最も効果的

18
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19

※⻄洋絵画には輪郭線がない
→⻄洋絵画︓静⽌したものを描こうとする

例）静物画

※三次元（現実）の物体には、輪郭線は存在しない
→⻄洋絵画のように対象を三次元的に捉えようとする場合、
輪郭を強調する必要はない

*「果物籠」カラヴァッジョ *「⾚エイ」ジャン・シオメン・シャルダン *「アネモネ」ルノワール
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つまり・・・

20

・⽇本画における輪郭線は、
ものの運動を表現するためのもの

・⼈間(動物)にとって⼤事なのは、
ものの動き⽅の情報

例) ⿃獣⼈物戯画の蛙や兎
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●テーマ︓真・⾏・草 -線で描く-

●内容︓墨と筆を使い、⽔仙を真・⾏・草（３つの描き⽅）で描く

●技法・制作物︓墨絵、⽩描画

※再確認
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●制作⽬標
①墨絵（⽩描画）の表現技法を⾝に付ける

②伝統的な材料、⽤具の特性、独特な⾊彩効果と余⽩の美
など⽇本の美術作品にある美意識や⾃然観について触れ、
考えを深める
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①「真・⾏・草」それぞれの表現の⾯⽩さや魅⼒を描いて知る
→中国の真・⾏・草、「三體画譜」

②墨絵・⽩描画の表現に触れる
→筆と墨を使った輪郭線による表現など、⽇本の美術⽂化・表現に触れる、楽しむ
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●制作スケジュール ※全3回

①(今⽇)説明・鑑賞、描き⽅のレクチャー、
なぞって描く（ワークシート①提出)
②⾒て、まねて描く(ワークシート②提出)
(⼿本の⽩描画を⾒て、まねて描く)

③真・⾏・草で描く（作品提出)
(⽔仙を観察し、真・⾏・草で描く)
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３.レクチャー
⽩描画の描き⽅
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★レクチャー★
描き⽅の説明、実演

★前の机に
集合してください★
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４.制作
墨と筆で描いてみよう

27
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ワークシート①︓筆と墨で描いてみよう
◎「三體画譜」のなぞり描き◎

①⼿本(兎の三體画譜)の上に半紙を置く

②上から線をなぞって描く

③授業終了後、提出
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3.制作
ワークシート①︓構想を練る

56
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ワークシート①︓構想を練る
◎『私の空間』を考えてみよう◎
①「⾃分にとっての快適な空間」について考え、
②ワークシート①に

1)タイトル

2)コンセプト
3)制作する空間のゾーニング(簡易的な配置)

を記⼊する
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